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Abstract： ln　the　early 　taorning 　of
．
January　17， 1995i　a　serious 　eart 』quake　strvck 　the

Ha皿Shin−Awaji　a亅℃ a 　i“ Japan．　Many　peoPle　were 　killed　and 　Many　houses　vere 　destroyed．1n

Kebe，　the　demolition　wo！
・k　of 　the　destroyed　houses冒as 　started 　en　Janttary　I9，1nNagata−ku，

the皿osセterriblyda 皿aged 　area 　in　Kobe，
　i　t　was 　urgentlynecessary 　to皿a鷹age 　the　apPli ¢ atien

for　 demlishi  nore 　than　 10000　houses．　 So 鴨 constructed 　the　Disaster閥anage 脇ent

I皿formation　Syste皿（DiMSIS ），　and 　tried　to　suppart 　this”ork ．　As　a　result 　of　intr◎ducing

the　syste 皿」 ”e ”ere 　ableしo　achieve 三t田x》ut　t巳n　times　more 　rapid ！y　and 　efficiently 　than

before．

Xeywords： 地理情報 シ ス テ ム （6IS）， 阪神大震 災 ， 災齊復興支擾
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Abstraet： 1n　U鳩 early 　mrni   of　Jan“罅 17，1995
，
　 a 　serious 　e齪 ・

脚 ake 　st 皿 ck　the

H国nSkin ＿Avdji　area 　in　Japan．　 Marzy　people　verne 　killed　a飆 麗any 　houses　were 　destroyed．　 In

麗ob日，　the　de皿Dlition 蟹ork　of　the　destroyed　houses　was 　started 　on　January　19．　In歸agata 一  ，

the　cost 　terriblyde凾岻ged　area 　in　Kobe，　it”as　urgentlynecessary 　to 皿 anage 　the　aPPIication

for　 denoli胡1ing 皿ore 　 th跏 10000　houses。　 So 鴨 constru ¢ted　the　 Disaster　 F！anagenent

！nfor団atiOn 　System（　DiHSIS　），　alK！tried　to　supPort 　this冒ork 。　As　a　result 　of 　intro己ucing

the　syste凹，
　ge　were 　a］ble　to　achieve 　it　about　t  ti田es　more 　rapidly　and　effic 三e皿tly　than

before．
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●

1．緒言

平成 7 年 1 月 17 目早朝 、 阪神地区を襲 っ た 大地

震 （阪神大震 災）に よ り、多 くの 人 が 亡 くな り、

家屋が倒壊 した 。 こ の よ うな 突然の 大災害に 対す

る対応に、GISは どれほ との 効果を発揮で きるの

で．あろうか 。 こ の ような テー
マ をもとに実際に被

災地に GISの シ ス テムを持 ち込み 、 復興活動の支

援をおこな っ た 。

2．支援活動内容

　被災の激 しか っ た神戸市で は、8 万戸 以 上 の 家

屋 の 解体が必要とな り、そ の 受付業務 を区単位 で

1 月 29 日か ら始めた 。 長田区は、 神戸市の 中で

角本 ：〒511 京都府宇治市五 ヶ 庄

京都大学防災研 究所都市施設耐罸 シ ス テ ム 研究セ ン ター

伊奈 ； 日立製作所

畑山： 日立 システ ムテ ク ノ ロ ジ
ー

大野、朴 ：京大 防災研

も最 も被害が 大き く、 1 万件を越え る解 体 申請を

短期間に処理 す る こ とを 余儀な くされ て い た 。 こ

の 処 理 の 効率 の 向上 をは か る ため 、GIS を 応 用 し

た シ ス デ ム を 用 い た支援活動を 3 月 3 日よ り行 っ

て い る。 その内容は 以下の通 りである 。

1 ）解体家屋の位置の確定 と申請登録

2 ）・申請借の群細内容の 入力と位置との 対応付 け

3 ）状況判断と発注依頼雷の作成

4 ）問 い 合 わ せ 対応 、 申請内容変更

5 ）解体作業工 程管理 と集計

3 ．システ ム 導入 に よる効果

GISを用 い る こ とによ り、家屋位置の確定 、 発注

依頼轡の作成 に か か る時間 、 人員を大幅に減少す

る こ とができた （区役所では約 10 倍の 効率ア ヅ

プ とみて い る）。 また今 まで散在 し て い た危険家

屋 の解体申踏状況 や発注状況 が 統 合管理 さ れ て い

る た め、効率 の 良 い発注が行え る ように もな っ た 。
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こ の 他に も様々 な 付加価値があ り、充分な効果 を

発揮す る こ とが で きた。

とに、実際 の場で す ぐに役 に立 つ 防災 GIS の 研究

を進め る こ とが急務で ある とい うこ とを実感した 。

4 ．今後の展開

緊急時の 対応 とい う形 で の 支援は、業者へ の 大量 、

発注 に 伴 い ほぼ完 了した と考え られ る 。 今後は 、

倒壊 した家屋の新築状況の 固定資産台帳へ の フ イ

ードバ ヅ クとい っ た都市再開発に対 す る GISの応

用 が考え られ る 。

5．結言

震 災か ら半年た っ た 現在 で も 、 被災地で は多くの

家屋が解体撤張 を 待 っ て い る。も っ と迅速 に 業 者

へ の 発 注 が 行 わ れ て い れば、多 くの 埋 もれた財産

を引 き出す こ と が 可能であり、
二 次災害 に よ る 家

屋 の 倒壊も少なか っ た と鬪 く。 今後 こ の経験をも
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従来の 流れ （1！29〜 3／2）

倒壊家屋発 注依頼密作成

図 1 ：従来の 業務処理 方法
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パ ソ コ ン を用 い た流れ （3／3〜現在〉
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図 2 ：パ ソ コ ン導入後の業務処理方法

支援以前の 業務は 依頼者が提出す る申請書の 内容を神戸市指定の依頼名簿に

転記 す る 一
方、申請雷 に 記 入 さ れ た 住 所 か ら住 宅地図 上 で 家屋 の 所 在 の 特定

を行 な い 発注 の 資料 と して い た （図 1）。しか し、支援以 後は家屋 の 特定 を

61S ソ フ トで 行 な い 、申請轡 の 内欝を電 子化 し統合 デ ー
タ ベ ー

ス を梼築 。 こ

れ に よ り榮者発注に 向けた必要か っ 十分な資料を作成で きただけ で な く、今

後 の 復興計画や平 常業務 へ の 対応 も可能 とな り、 現在 葦の活動が進行 中 で あ

る （図 2 ）。
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　　　 倒壌家屋解体撤去依頼名簿　　 受付地域地図

図 3 ： 区役所内にお け る シ ス テ ム構成 とデータ の 流れ

図 4 ： 受付地域地 図 （サ ン プル ）
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